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第
1
3
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

友
好
都
静
か
り
ぴ
名
が
参
卿

▲招待選手も参加して開かれた開会式で挨拶する池本市長（太陽が丘）

第
1
3
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
二
月
二
十
五
日
、

太
陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
て
開
催
さ
れ
、

5
㌔
、
1
0
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
三
コ
ー
ス
に
二
千

九
百
九
十
六
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
宇
治
市
体
育
協
会
設
立
3
0
周
年
記
念

大
会
と
し
て
、
宇
治
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン

カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
中
国
成
陽
市
、
カ
ナ
ダ
国
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
、
そ
し
て
体
育
協
会
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
す
す
め
て
い
る
中
国
上
海
市
、
山
口
県
宇
部
市
の
五

都
市
か
ら
十
九
名
の
選
手
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
団
は
二
月
二
十
一
日
に
来
日
。
二
十
二
日
に
は

市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
て
、
池
本
市
長
ら
の
歓
迎
を
受

け
た
後
、
早
速
コ
ー
ス
の
下
見
を
し
て
大
会
に
備
え
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
宇
治
市
植
物
公
園
へ

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
か
ら
仏
教
の
三
大
霊
樹
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
る
ム
ユ
ウ
ジ
ュ
な
ど
十
二
種
、
二
十
三
本
、
成
陽

市
か
ら
は
同
市
の
木
で
あ
る
サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
五
種
類
、

十
六
本
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
は
す
で
に
昨
夏
に
届
い
て
お

り
、
三
市
か
ら
の
友
好
の
植
木
と
観
葉
植
物
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。
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骨
董
冨
安
等

董
朝
霞
遍
手
が
優
勝
一

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
二
十
五
日
、
午
前
九
時
十
分
か

ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
池
本
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
友
好
都
市
か
ら
の
招
待
選
手
十
二
名
が
紹
介
さ
れ
、

記
念
品
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
皇
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
午
前
十
時
三
十
分
に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

同
三
十
五
分
に
5
㌔
、
同
四
十
五
分
に
1
0
㌔
が
ス
タ
ー

ト
○

▲市役所を表敬訪問した招待選手（2月22日）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
上
海
市
の
慮
振
革
選

手
（
一
般
男
子
）
と
董
朝
霞
選
手
（
一
般
女
子
）
　
が
好

記
録
で
優
勝
し
た
は
か
、
各
市
の
選
手
も
上
位
に
入
る

な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
後
に
は
、
日
本
選
手
と
練
習
方
法
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
す
る
な
ど
の
交
流
も
あ
り
、
意
義
の

あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
三
力
国
語
が
飛
び
交
う
交
流
と
な
り

ま
し
た
が
、
本
協
会
員
の
宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
ま
し
た
行
事
も
ス

ム
ー
ズ
に
運
び
ま
し
た
。

選
手
団
は
、
二
十
六
日
に
は
京
都
市
内
を
観
光
。
前
日

と
は
違
っ
た
和
や
か
な
表
情
で
古
都
の
一
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
二
十
七
日
に
全
選
手
団
は
宇
治

で
の
楽
し
い
想
い
出
を
持
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し

た
。

▲歓迎会で紹介される選手団（2月23日）

▼ゴールをめざして一斉にスタート（太陽が丘）

▲ハーフマラソンで優勝した麿振革選手（上海市）
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招 待 選 手 成 績 表

ミＥ

ウ賢

国、都市名 氏　 名 （年齢）
出場

種目

順位 タイム　 臥 都市名　 氏 名 （年齢） 霊計 雌 タイム

スリランカ

ミリッサ・Ｇ・ニマル

男　 （24）
ハーフ
26位 1016′46〝　　　 鹿 賀 葦2。）ハーフ 1 位 1。08′20〝

ヌワラエリヤ市 エリサ・Ｃ・スタウタ一

女　 （20）
5 ｋｍ
5 位 18′33〝　 中国　 干 芸 ㌢2。） 1恥 2 位　 30′42〝

中国

播　　　 勇

男　 （17）
10ｋｍ 23位　　 32′26〝

上海市　 董 笠 雪21）ハーフ 1 位 1015′29〝

威陽市 蘇　 分　 明

男　 （27）ハーフ
11位 1013′23〝　　　 石 女 ミ17） 血 3 位　 36′58〝

カナダ

マーク・ボンバ ー

男　 （26）
10ｋｍ 29位　　 32′48〝

山。県　 山 田 雄 云 7） 10ｋｍ 10位　 31′25〝

カムループス市 ブルノ・マゾッタ

男　 （15）
10ｋｍ
35位　 33′28〝　 宇部市　 三 井 浩 右 7） 血 ｌ憫　 31′49〝
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語学講座

2
7
人
に
修
了
証

平
成
七
年
度
の
語
学
講
座
は
、
昨
年
十
月
十
八
日
か

ら
開
講
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
月
二
十
八
日
に
閉
講
式

を
行
い
、
谷
間
武
雄
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
会
長
か
ら

受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

語
学
講
座
は
、
市
民
の
国
際
性
を
育
て
る
一
環
と
し

て
平
成
五
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は

中
国
語
に
八
名
、
英
語
に
十
九
名
の
市
民
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

講
座
は
十
六
回
行
わ
れ
、
中
国
語
は
都
偉
さ
ん
、
英

語
は
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ロ
ス
・
ハ
ン
フ
リ
ー
さ
ん
が
指
導
、
日

常
会
話
を
中
心
に
学
習
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

言
葉
を
通
し
て
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
受
講
生

の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治

の
お
願
い

国
際
交
流
に

付

ロ
シ
ア
か
ら
研
修
に
来
日

日
本
の
地
方
自
治
研
修
の
た
め
、
来
日
し
て
い
る
ロ

シ
ア
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
が
二
月
十
六
日
に
来
字
。

市
役
所
の
電
算
室
や
市

民
課
等
を
視
察
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理

さ
れ
る
事
務
内
容
を
研

修
し
ま
し
た
。
（
写
真

は
市
民
課
で
印
鑑
証
明

の
発
行
状
況
を
視
察
す

る
研
修
生
の
皆
さ
ん
、

二
月
十
六
日
）

平
成
八
年
一
月
二
十
六
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

宇
治
（
平
井
晶
子
会
長
）
か
ら
、
国
際
交
流
の
推
進
に

役
立
て
て
は
し
い
と
宇
治
市
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治
か
ら
の
寄
付
は
九
回
目

で
、
累
計
六
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

国
際
交
流
基
金
に
積
み
立
て
、
国
際
交
流
の
推
進
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
会
費
を
、
ま
だ
納
入
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
は
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
会
費
　
　
二
千
円

▼
団
体
会
費
　
　
五
千
円

▼
法
人
会
費
　
一
万
円

▲国際ソロプチミスト宇治から寄付
を受ける池本市長　　（1月26日）

宇
治
市
国
際
交
流
基
金

ご
協
力
く
だ
さ
い

宇
治
市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
国
際
交
流
の

推
進
と
、
青
少
年
の
海
外
研
修
派
遣
、
・
外
国
人
留
学
生

へ
の
生
活
援
助
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
宇
治
市
国
際
交
流
基
金
条
例
」
を
設

置
。
基
金
の
目
標
額
を
一
億
円
と
し
、
そ
の
運
用
益
で

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
は
約
三
千
四
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
目
標
額
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
額
で
す
。

宇
治
市
の
国
際
交
流
の
推
進
と
、
本
協
会
の
活
動
を

一
層
高
め
る
た
め
、
本
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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